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成果の概要／髙橋修平 
 

 報告者は、京都大学教育研究振興財団の「国際研究集会発表助成・若手」を受け、第 68 回

計量経済学会ヨーロッパミーティングにおいて研究発表を行った。以下その概要を記す。 
 

研究集会の概要 
 
 本研究集会は、経済学分野で最も権威ある学会の一つである計量経済学会のヨーロッパミー

ティングである。ヨーロッパで開催されるが、世界各国から多数の研究者が集う大規模な国際

研究集会である。本年度も、同時開催されたヨーロッパ経済学会の年次総会も含めると、400
を超える一般報告セッションが開かれた。また、Randall Wright（ウィスコンシン大学）や

Harald Uhlig（シカゴ大学）など著名な研究者による講演も行われた。 
 
 報告者は、マクロ経済学に関連するものを中心に講演・一般報告セッションに参加し、最先

端の研究について情報収集を行った。また、関連研究者とのネットワークの構築にも努めた。 
 
報告の概要 
 

報告者は、一般報告セッションの一つ「New Keynesian Models」において、論文「価格と

賃金設定の状態依存性(State Dependency in Price and Wage Setting)」を発表した。 
 

本論文は、賃金設定に見られる状態依存性が貨幣ショックのトランスミッションに及ぼす影

響を分析したものである。賃金設定の状態依存性とは、賃金改定のタイミング・頻度が経済状

態に応じて変化することを意味する。最近の日本経済のように、物価上昇率が高まると賃金の

改定頻度が高まるなど、賃金設定には状態依存性が見られることが分かっている（例えば

Taylor 1999 を参照）。一方、これまでのマクロ経済研究では、分析の簡便さから、賃金改定の

タイミング・頻度が経済状態に依存しない、いわゆる時間依存型モデルが用いられてきた。し

かし、時間依存型の賃金設定が現実に見られる状態依存型の良い近似になっているのかは未解

明の問題である。名目賃金の設定メカニズムは貨幣ショックの波及を初めてする景気循環、そ

して金融政策の設計に対して重大な影響を及ぼすことが知られており、時間依存型と状態依存

型の賃金設定の違いを理解することは、マクロ経済学にとって大きな意義がある。 
 
そこで本論文は、状態依存型の賃金設定を仮定した New Keynesian 型の動学確率一般均衡

モデルを構築した。具体的には、Dotsey, King, and Wolman (1999)の価格設定の状態依存性

モデルを基に、価格・賃金設定がともに状態依存性となる新しいモデルを開発した。そして、

そのモデルにおける貨幣ショックのトランスミッションを時間依存型モデルのものと比較し

た。 
 
分析の結果、状態依存・時間依存型賃金設定では貨幣ショックの波及に違いが生まれること



が分かった。具体的には、下図にあるように、状態依存性(State)の場合、貨幣ショックに対す

る産出量(Output)の反応が時間依存型(Time)に比べて減少することが分かった。また、状態依

存性の下では、データと整合的に実質賃金(Real wage)が正循環的になるが、時間依存型では

実質賃金が逆循環的になることも分かった。 
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（縦軸は定常状態からの乖離率、横軸はショック後の時間） 
 
報告者のセッションには、南北アメリカ、ヨーロッパ、アジアなどから、大学、中央銀行所

属の関連研究者が参加しており、報告者の発表に対して、様々な質問・コメントがなされた。

特に、モデルの解釈、パラメータ値などについて建設的なコメントを得ることができた。それ

らのコメントを基に論文の改訂を進めたい。 
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